
2023 年度 ⼈間科学研究科参考⽂献リスト
領域で研究する上で参考になる資料を挙げていますので、進学を検討する際の参考にしてくださ

い。なお、この⽂献は⼊試問題と直接関係するものではありません。⼊試問題については、過去 2 年
分を HP で公開しています。

■ ⼼理学領域
1. 『⼼と脳-認知科学⼊⾨』(2011). 安⻄祐⼀郎. 岩波新書
2. 『教養としての認知科学』(2016). 鈴⽊宏昭. 東京⼤学出版会
3. 『⼼理学の基礎』(2016). 今⽥寛・宮⽥洋・賀集寛（編著）培⾵館
4. 『⼼理学スタンダード:学問する楽しさを知る』(2014). サトウタツヤ・北岡明佳・⼟⽥宣明（編

著）ミネルヴァ書房
5. 「New Lireral Arts Selection」から『⼼理学 新版』(2018). 無藤隆・森敏昭・遠藤由美・⽟瀬耕治.

有斐閣
6. 『ヒルガードの⼼理学 第 16 版』(2015). ノーレン-ホークセマ, S.，フレデリックソン, B.，ロフ

タス, G. R.，ルッツ, C.，内⽥⼀成（監訳）⾦剛出版
7. 『⼼理学をまじめに考える⽅法：真実を⾒抜く批判的思考』(2016).キース・E・スタノヴィッチ

（著）⾦坂弥起（監訳）誠信書房
8. 『⼼理学・社会科学研究のための調査系論⽂の読み⽅ 改訂版』浦上昌則・脇⽥貴⽂ (2020). 東京

図書
実際にデータを読んで科学的に思考するために，査読つき学術雑誌の研究論⽂を読むことが推奨
されます。たとえば「⼼理学研究」（公益社団法⼈ ⽇本⼼理学会 発⾏）は下記から読むことが
できます。https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jjpsy/-char/ja/

9. 『⼼理学研究法 ⼼を⾒つめる科学のみなざし［補訂版］』(2017). ⾼野陽太郎・岡隆（編）有斐
閣

10.『⼼理調査の基礎 ⼼理学⽅法論を社会で活⽤するために』サトウタツヤ・鈴⽊直⼈（編）(2017).
有斐閣

■ 臨床⼼理学領域
１．「公認⼼理師の基礎と実践シリーズ」から『第３巻 臨床⼼理学概論』（2018). 遠⾒書房
２．「公認⼼理師の基礎と実践シリーズ」から『第 14 巻 ⼼理的アセスメント』（2019). 遠⾒書房
３．「公認⼼理師スタンダードテキストシリーズ」から『３ 臨床⼼理学概論』（2020). ミネルヴァ書房
４．『⼦どもの⼼に出会うとき―⼼理臨床の背景と技法』村瀬嘉代⼦(2020). ⾦剛出版
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■  実践⼈間科学領域 
専⾨科⽬「実践⼈間科学（⼼理学をコアとする⼈間科学）」は、⼼理学、臨床⼼理学に加えて健康科学、

社会学、社会福祉学、社会病理学、教育学、⽂化⼈類学、経済学、組織⾏動学など隣接する⼈⽂、社会科学
を含むものです。この領域の柱となる科⽬「⼼理プラス Com（PBL）」にて、院⽣たちは各フィールドで
の課題を抽出し、その成果の分析検討を⾏います。複数の⽐較的近い専⾨領域を持つ研究者(後期課程院⽣
を含む)たちと、それらの課題に関する分析を⾏い、問題発⾒への⽬を養います。多様性社会（ダイバーシ
ティ）の選択、ライフコース形成とケア、社会的イノベーションといったコアコンセプトのもと、協働的⽀
援、コミュニティ創成へと展開させていく道筋を探究します。⼈間にかかわる問題を主体的に発⾒する⼒、
理論と実践を相互還流させてとらえる論理展開⼒を把握するために、⼊試専⾨科⽬は「⼼理学をコアとする
⼈間科学」に関する基礎的な⽂章を読んだ上で論述するという出題形式をとります。以下の様な書物を参考
にして、問題意識を磨いてください。 
 
１．『⾏動経済学の使い⽅』(2019). ⼤⽵⽂雄. 岩波新書  
２．『社会を変える健康のサイエンス』東京⼤学医学部健康総合科学科編 (2016). 東京⼤学出版会 

http://www.hn.m.u-tokyo.ac.jp/ 
３．『コミュニティの幸福論』(2020). 桜井政成. 明⽯書店 
４．『決断科学のすすめ』(2017). ⽮原徹. ⽂⼀総合出版 https://ketsudan.kyushu-u.ac.jp/?p=about 
５．『よくわかる⽂化⼈類学』(2010). 綾部恒雄・桑⼭敬⼰（編）.ミネルヴァ書房 
６．『医療⼈類学を学ぶための 60 冊』(2018). 澤野美智⼦（編著）. 明⽯書店 
７．『対⼈援助学を拓く』(2013). 村本邦⼦・⼟⽥宣明・徳⽥完⼆・春⽇井敏之・望⽉昭（編）晃洋書房  
８．『対⼈援助学の到達点』(2013). 望⽉昭・村本邦⼦・⼟⽥宣明・徳⽥完⼆・春⽇井敏之（編）晃洋書房  
９．『臨地の対⼈援助学〜東⽇本⼤震災と復興の物語』(2015). 村本邦⼦・中村正・荒⽊穂積. 晃洋書房 
10. 『当事者研究をはじめよう』(2019). 熊⾕晋⼀郎(編).臨床⼼理学増刊第 11 号. ⾦剛出版 
11. 『治療は⽂化である−治癒と臨床の⺠族誌』(2020). 森岡正芳(編). 臨床⼼理学増刊第 12 号. ⾦剛出版 
12. 『あたりまえを疑え！臨床教育学⼊⾨』(2014). 遠藤野ゆり・⼤塚類. 新曜社 
13．『関係性の社会病理』(2014). ⽇本社会病理学会 (監修). 学⽂社 
14. 『関係性の医療学』(2014). 斎藤清⼆. 遠⾒書房 
15．『緩和ケアという物語』(2015). 岸本寛史. 創元社 
16．『みんなの発達』(2019). ニューマン,F. 新曜社 
17．『他者と働く−「わかりあえなさ」からの組織論』(2018). 宇⽥川元⼀. News Picks パブリッシング 
18. 『組織⾏動：理論と実践』(2018).須⽥敏⼦. NTT 出版 
19. 『ゼロから考えるリーダーシップ』(2021). ⾼橋潔. 東洋経済新報社 
 
 

以上 
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